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口災害時における組織体制

・総播責任者と管理者 (不 在時の代行者 :マ ネージャー )
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E関係機関との連絡体制

関係防災情報一覧表の記載例 (参考様式 6)

■持ち出し品の準備

【持ち出し品】

救護用利用者一覧、利用者個人ファイル、事業所携帯、手動式ライ ト、救急箱、常備薬
等

※・非常時持ち出し袋等にまとめて常備 し、いつでも持ち出せるようにするィ、
・いざという時に取りl■Jせないということがないように、見えやすく取り出 しやすい

場所に置く。

■重すぎて持ち出せないということがないように注意する。

日必要な物資等の備蓄

(救急器材 )

・救急医療品  ・衛生器具 (は さみ、ピンセッ ト等)・ 衛生材料 (ガーゼ、包帯等 )

(その他)

・携帯電話  ・ヘルメッ ト等
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■避難計画

(1)避 難場所

災害の種類 :地震、火災等

避難場所 :池上 3丁 目児童公園

所要時間 : 2分

距離 : 0。 l km

(2)避 難経路

防災マップ
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施設内の選難経路

消火器     ぐ王王コ 避難経路

出防災訓練等の実施

(1) 防災訓練

ア 避難訓練の実施回数 :年 2 回

イ 避難訓1練の参加者 :常勤職員、非常勤職員、 和↓用者

ウ 想定する災害の種類 :火災、地震及び津渡

工 避難場所 池上 3丁 日児童公園

オ 避難場所までの避難 目標時間

地震、火災の場合 :避難場所までの避難 縛標時間 10分

・ 建物外への避難 8分

・ 池_1133'題 児童公園への移動時間 2分

力 避難訓練の内容

・避難 日標時間内に迅速に選難できるかどうかの検証を行 う。
・防災マ ップ及び事業所・施設内の避難経路のとお りに迅速に避難できるかど

うかの検証を行 う9

・災害時における役割分担表のとお りに迅速な対応ができるかどうかの検証を

行 う。

・職員の少ない時間帯での対応を想定 した司‖練を実施 し、迅速に避難できるか

どうかの検証をイオう。
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(2) 防災教育の実施

職員に対 して、防災に関する意識向上及び災害 g寺 における技術向上を図るため、

次の防災教育に取 り組んでいくこととする。

ア 防災に関する研修会等への参加

消防署が定期的に開催する防災研修に、従業員の中で末受講である者を随時

受けさせる3

イ 事業所・施設内での研修の実施 (年 1回 )

事業所内で実施する防災・人命救急訊1練研修に,ま 、正社員 とパー トの全員を

受講させる3

ウ AEDを 含とルだ」ヽ肺鯨生法等の応急手当に関する研修への参加

消防署が開催するAED議 習会に、従業員の中で未受講である者を随時受け

させる。

■災害予防対策

・施設内の書棚や ロッカー等の転倒防止対策 とし″て、柱 `壁などに固定する。 (柱・壁

等に Lrrll定 をしないで、書棚等を連結固定することは危険であるから行わない).

・照明器具、機器類の振動防止、落下防止対策を実施するゎ
。観音開き扉は、地震等により開かないように措置す る。
・抽出式のロッカー・キャビネ ットは、不要時は Lfッ クしてお く。
・電話線等のコー ド類 tよ 、床面 '通路に露出させない。
・ガラスには飛散防止ブィルムを賂付する。
・事務室は整理整頓に努め、不要な物品を置かないっ
・火気使用設備等の本体や燃料容器の転倒防 止策を議 じる.

4火気使用設備等の周辺は不燃材料にするとともに、可燃物を置かない。
・危険物施設等の点検 と安全措置を定期的に実施する。
・建物の耐震チェックや、消防用設備等の点検を実施する.


